
柴
し ば

山
や ま

ふるさとガイド
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柴山港灯台
（大山灯台）

しばやまこうとうだいしばやまこうとうだい

臼ヶ浦島臼ヶ浦島
うすがうらしまうすがうらしま

大島大島
おおしまおおしま

たかの巣の鼻たかの巣の鼻
すす はなはな

ひじきが鼻ひじきが鼻

いくじいくじ

たけずらたけずら

かずらかずら

かじゃしかじゃし

はなはな

ケーソンケーソン

上
計
川

上
計
川

あ
げ
が
わ

あ
げ
が
わ

柴山港柴山港
しばやまこうしばやまこう

柴山海水浴場柴山海水浴場
しばやまかいすいよくじょうしばやまかいすいよくじょう

神ノ浦山
365.2m
神ノ浦山
365.2m

かんのうらやまかんのうらやま

しばやましばやま

柴山駅柴山駅
しばやまえきしばやまえき

浦上川浦上川
うらがみがわうらがみがわ

神戸川神戸川
かわ べ がわかわ べ がわ

焼山川焼山川
やきやまがわやきやまがわ

佐 古
峠 ト

ン ネ
ル 1,14

6m

佐 古
峠 ト

ン ネ
ル 1,14

6m

さ こ
と う

げ
さ こ

と う
げ

花見峠トンネ
ル 911m

花 見 峠 ト ン ネ
ル 911mはなみとうげはなみとうげ

帰仰山トンネ
ル 279m

帰仰山トンネ
ル 279m

香住トンネル 2,041m香住トンネル 2,041m

ききょうさんききょうさん

近 畿
自 然

歩 道

近 畿
自 然

歩 道

きん
　き
    し

  ぜ
ん  
ほ  
どう

きん
　き
    し

  ぜ
ん  
ほ  
どう

かすみかすみ

町が崎町が崎
まちまち さきさき

日和山日和山
 ひ より やま ひ より やま

水尻水尻
みずしりみずしり

しいの木の下しいの木の下
したしたきき

だいきょ谷だいきょ谷
だにだに

いつき谷いつき谷
だにだに

いつきの壁いつきの壁
かべかべ

ほけたんぼほけたんぼ

山の神（浦上）の祠山の神（浦上）の祠
やま　　かみ　うらがみやま　　かみ　うらがみ ほこらほこら
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わたしたちの柴
しば

山
やま

は海
うみ

と山
やま

に囲
かこ

まれた自
し

然
ぜん

豊
ゆた

かなふるさとです。
ふるさと柴

しば

山
やま

にはこの地
ち

で暮
く

ら
してきた祖

そ

先
せん

が育
はぐく

んできたたく
さんの「たからもの」がありま
す。私

わたし

たちもその「たからもの」
をたくさん見

み

つけて未
み

来
らい

へ引
ひ

き
継
つ

いでいきましょう。

しばやまガイドマップ

しばやまガイドマップ

Guide Map

Guide Map

黄色の道…広い道
	 （国・県道など）
白色の道…少し狭い道
	 （県・町道など）
灰色の道…細い道
	 （林道・登山道など）

凡　例



柴山港柴山港
しばやまこうしばやまこう

柴山港橋柴山港橋
しばやまこうはししばやまこうはし

浦上海岸浦上海岸
うらがみかいがんうらがみかいがん

浦上橋浦上橋
うらがみばしうらがみばし

浦
上
川

浦
上
川

う
ら
が
み
が
わ

う
ら
が
み
が
わ

焼
山
川

焼
山
川

や
き
や
ま
が
わ

や
き
や
ま
が
わ

神
戸
川

神
戸
川

か
わ 

べ  

が
わ

か
わ 

べ  

が
わ

浦上橋りょう浦上橋りょう
うらがみきょううらがみきょう

柴山駅柴山駅
しばやまえきしばやまえき

浦上公民館浦上公民館
うらがみこうみんかんうらがみこうみんかん

首なし地蔵首なし地蔵
くびくび じぞうじぞう

石仏石仏
せきぶつせきぶつ

柴山温泉柴山温泉
しばやまおんせんしばやまおんせん

帰仰寺
紅梅・濡れ仏

帰仰寺
紅梅・濡れ仏

ききょうじききょうじ

こうばい　　 ぬ　 ぼとけこうばい　　 ぬ　 ぼとけ

丹生神社
紅梅

丹生神社
紅梅

にゅうじんじゃにゅうじんじゃ

こうばいこうばい

愛宕神社愛宕神社
あたごじんじゃあたごじんじゃ

岸辺福雄揮毫の記念碑・

岸辺桜の碑・下池川橋りょう

岸辺福雄揮毫の記念碑・

岸辺桜の碑・下池川橋りょう

きしべ ふくお きごうきしべ ふくお きごう

きしべざくら　   ひ　　 しもいけがわきょうきしべざくら　   ひ　　 しもいけがわきょう

きねんひきねんひ

大明神岩大明神岩
だいみょうじんいわだいみょうじんいわ

河村瑞賢の運河河村瑞賢の運河
かわむらずいけん　　うんがかわむらずいけん　　うんが
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浦  上

しばやまガイドマップ

しばやまガイドマップ

Guide Map

Guide Map

大
だい

明
みょう

神
じん

岩
いわ

帰
き

仰
きょう

寺
じ

の濡
ぬ

れ仏
ぼとけ

明
めい

治
じ

28年
ねん

に鋳
ちゅう

造
ぞう

された青
せい

銅
どう

製
せい

の釈
しゃ

迦
か

如
にょ

来
らい

像
ぞう

です。外
そと

に安
あん

置
ち

されてい

るため濡
ぬ

れ仏
ぼとけ

と呼
よ

ばれています。

昔
むかし

は海
かい

岸
がん

から離
はな

れた海
かい

中
ちゅう

にあり岩
いわ

の

上
うえ

に枝
えだ

振
ぶ

りのいい立
りっ

派
ぱ

な松
まつ

がありま

した。現
げん

在
ざい

はケーソン建
けん

設
せつ

のため周
しゅう

辺
へん

が埋
う

め立
た

てられています。



花見峠花見峠
はなみとうげはなみとうげ

花見
峠ト
ンネ
ル 

花見
峠ト
ンネ
ル 

はな
みと
うげ

はな
みと
うげ

新川橋りょう新川橋りょう
にいがわきょうにいがわきょう

平家谷平家谷
←← へいけだにへいけだに

柴山幼稚園柴山幼稚園
しばやまようちえんしばやまようちえん

柴山地区公民館柴山地区公民館
しばやまちくこうみんかんしばやまちくこうみんかん

上計橋上計橋
あ げ ばしあ げ ばし

柴山港橋柴山港橋
しばやまこうばししばやまこうばし 柴山駐在所柴山駐在所

しばやまちゅうざいしょしばやまちゅうざいしょ

柴山保育所柴山保育所
しばやまほいくしょしばやまほいくしょ

船揚場
船揚場

ふなあげば

ふなあげば

柴山港郵便局柴山港郵便局
しばやまこうゆうびんきょくしばやまこうゆうびんきょく

上計ふれあい会館上計ふれあい会館
あ げあ げ かいかんかいかん柴山小学校柴山小学校

しばやましょうがっこうしばやましょうがっこう

宝篋印塔宝篋印塔
ほうきょういんとうほうきょういんとう

八坂神社八坂神社
やさかじんじゃやさかじんじゃ

延命地蔵堂（西ノ庵）延命地蔵堂（西ノ庵）
えんめいじぞうどう　 にしのあんえんめいじぞうどう　 にしのあん

養山城址
蓮照院殿碑・忠魂碑

供養塔・弘法大師行脚像

養山城址
蓮照院殿碑・忠魂碑

供養塔・弘法大師行脚像

ようざんじょうあとようざんじょうあと

テンボの防空監視哨祉テンボの防空監視哨祉
ぼうくうかんしみはりあとぼうくうかんしみはりあと

あらもん谷の名水あらもん谷の名水
だにだに めいすいめいすい

帰仰庵（東ノ庵）帰仰庵（東ノ庵）
ききょうあん　ひがしのあんききょうあん　ひがしのあん

森本神社
宝篋印塔（供養塔）

森本神社
宝篋印塔（供養塔）

もりもとじんじゃもりもとじんじゃ

ほうきょういんとう　  く  よう とうほうきょういんとう　  く  よう とう

れんしょういんでんひ　　ちゅうこんひ

 くようとう     　こうぼうだい し あんぎゃぞう

れんしょういんでんひ　　ちゅうこんひ

 くようとう     　こうぼうだい し あんぎゃぞう

八幡神社
椎の巨木

八幡神社
椎の巨木

はちまんじんじゃはちまんじんじゃ

しい　きょぼくしい　きょぼく

牛が坪のご神燈牛が坪のご神燈
うし　  つぼ　　　  しんとううし　  つぼ　　　  しんとう

もっと奥
もっと奥
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上　計

しばやまガイドマップ

しばやまガイドマップ

Guide Map

Guide Map

養
よう

山
ざん

城
じょう

の伝
でん

説
せつ

宝
ほう

篋
きょう

印
いん

塔
とう

1824年
ねん

に峠
とうげ

を越
こ

える人
ひと

の安
あん

全
ぜん

を

願
ねが

ってたてられました。

養
よう

山
ざん

城
じょう

の城
じょう

主
しゅ

長
なが

近
ちか

公
こう

は42歳
さい

の初
しょ

老
ろう

のお祝
いわ

い日
び

に無
む

南
な

垣
がい

館
たて

山
やま

城
じょう

主
しゅ

塩
えん

冶
や

氏
し

に攻
せ

め込
こ

ま

れ命
いのち

を落
お

としました。地
ち

域
いき

の人
ひと

々
びと

は長
なが

近
ちか

公
こう

を偲
しの

び、42

歳
さい

を厄
やく

年
どし

として初
しょ

老
ろう

を祝
いわ

う

ことはなくなりました。



大島大島
おおしまおおしま

沖浦区公民館沖浦区公民館
おきのうらくこうみんかんおきのうらくこうみんかん

←香住へ←香住へ

柴山港水産加工業協同組合柴山港水産加工業協同組合
しばやまこうすいさんかこうぎょうきょうどうくみあいしばやまこうすいさんかこうぎょうきょうどうくみあい

但馬漁業協同組合柴山支所但馬漁業協同組合柴山支所
たじまぎょぎょうきょうどうくみあいしばやまししょたじまぎょぎょうきょうどうくみあいしばやまししょ

御番所跡御番所跡
ごばんしょあとごばんしょあと

大放神社
六地蔵

大放神社
六地蔵

だいほうじんじゃだいほうじんじゃ

ろくじぞうろくじぞう

名水沖水名水沖水
めいすいおきすいめいすいおきすい

宝篋印塔宝篋印塔
ほうきょういんとうほうきょういんとう
大日堂大日堂
だいにちどうだいにちどう

台場の古跡台場の古跡
だいば　   こせきだいば　   こせき

沖浦鉱山跡

町指定文化財 黄金の松

沖浦鉱山跡

町指定文化財 黄金の松

おきのうらこうざんあとおきのうらこうざんあと

こがね　 　 まつこがね　 　 まつ

つるべが鼻古墳つるべが鼻古墳
はなこふんはなこふん

山の神の祠山の神の祠
やま  　かみ　ほこらやま  　かみ　ほこら

柴山港灯台
（ 大 山 灯 台 ）
柴山港灯台
（ 大 山 灯 台 ）

しばやまこうとうだいしばやまこうとうだい

近
畿
自
然
歩
道

近
畿
自
然
歩
道

きん
　き
　  
 し 
    ぜ
ん  
   ほ
    ど
う

きん
　き
　  
 し 
    ぜ
ん  
   ほ
    ど
う
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沖  浦

しばやまガイドマップ

しばやまガイドマップ

Guide Map

Guide Map
沖
おき

水
すい

つるべが鼻
はな

古
こ

墳
ふん

今
いま

から1400年
ねん

頃
ごろ

前
まえ

の古
こ

墳
ふん

時
じ

代
だい

につく

られた昔
むかし

の人
ひと

のお墓
はか

。

沖
おきの

浦
うら

では川
かわ

がないため、昔
むかし

は水
みず

に困
こま

って

いました。水
みず

がいつでも使
つか

えるように水
みず

がわいている場
ば

所
しょ

に貯
ちょ

水
すい

槽
そう

を作
つく

ってため

たのが沖
おき

水
すい

です。
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柴山の産
さ ん

業
ぎょう

漁
ぎ ょ

業
ぎ ょ う

山
やま

に囲
かこ

まれた地
ち

域
いき

で風
かぜ

が吹
ふ

かないため、魚
さかな

の干
ひ

物
もの

を一
いち

度
ど

にたくさん作
つく

ることができなかったの
で魚

さかな

がたくさん獲
と

れても無
む

駄
だ

にしていました。
そこで１９４３年

ねん

（昭
しょう

和
わ

１８年
ねん

）に「兵
ひょう

庫
ご

県
けん

合
ごう

同
どう

缶
かん

詰
ずめ

統
とう

制
せい

株
かぶ

式
しき

会
がい

社
しゃ

」ができたのが加
か

工
こう

業
ぎょう

のは
じまりです。
作
つく

られた製
せい

品
ひん

は京
けい

阪
はん

神
しん

に出
しゅっ

荷
か

し、柴
しば

山
やま

の経
けい

済
ざい

活
かっ

性
せい

化
か

の大
おお

きな力
ちから

になりました。

加
か

工
こ う

消
し ょ う

費
ひ

明
めい

治
じ

４５年
ねん

の山
さん

陰
いん

線
せん

開
かい

通
つう

当
とう

時
じ

は、
柴
しば

山
やま

駅
えき

は開
かい

設
せつ

されず柴
しば

山
やま

の人
ひと

達
たち

は
とても苦

く

労
ろう

していました。
３０年

ねん

にもわたる「柴
しば

山
やま

駅
えき

を作
つく

ろ
う！」という運

うん

動
どう

の末
すえ

、１９４６年
ねん

（昭
しょう

和
わ

２１年
ねん

）に貨
か

物
もつ

専
せん

用
よう

の柴
しば

山
やま

駅
えき

ができました。
（旅

りょ

客
かく

用
よう

は翌
よく

年
ねん

）
そのおかげで、鮮

せん

度
ど

のいい魚
さかな

を列
れっ

車
しゃ

で京
けい

阪
はん

神
しん

へ運
はこ

ぶことができるようになりました。
昭
しょう

和
わ

４０年
ねん

代
だい

には１０万
まん

人
にん

を越
こ

える人
ひと

達
たち

が列
れっ

車
しゃ

を利
り

用
よう

して柴
しば

山
やま

を訪
おとず

れました。
現
げん

在
ざい

でも柴
しば

山
やま

の豊
ゆた

かな恵
めぐ

みを食
た

べようと、多
おお

くの観
かん

光
こう

客
きゃく

がやってきます。

わたしたちのふるさと柴
しば

山
やま

は豊
ゆた

かな海
うみ

の恵
めぐ

みにより育
そだ

て

られ漁
ぎょ

業
ぎょう

、加
か

工
こう

、観
かん

光
こう

と一
いっ

貫
かん

して栄
さか

える地
ち

域
いき

をつくってき

ました。ふるさとの先
せん

人
じん

たちが築
きず

いた地
ち

域
いき

の誇
ほこ

りを私
わたし

た

ちも継
つ

いでいきましょう。

は、
は

を作
つく

ろ

カニ漁
りょう

カニは最
さ い

初
し ょ

は１ミリでとても小
ち い

さい。

けど、それから大
お お

きくなり１１月
が つ

始
は じ

めに漁
りょう

師
し

さ

んたちによってカニ
がとられる。

そして、その
ときにカニの初

は つ

セリ祭
ま つ

りがあります。

そこでカニ汁
じ る

にしたり売
う

ったりしている。

その祭
ま つ

りがあると柴
し ば

山
や ま

はとても活
か っ

気
き

づく。

杉
す ぎ

山
や ま

和
わ か

奏
な

…………………………………………………………

…………………………………………………………

…………………………………………………………

…………………………………………………………

…………………………………………………………

…………………………………………………………

…………………………………………………………

の干

合

活

……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………

若
わか

狭
さ

湾
わん

からかれい延
はえ

縄
なわ

漁
ぎょ

業
ぎょう

が伝
つた

わったことが柴
しば

山
やま

の漁
ぎょ

業
ぎょう

のはじまりです。
手
て

繰
ぐり

網
あみ

から焼
やき

玉
だま

発
はつ

動
どう

機
き

・
ディーゼル機

き

関
かん

と機
き

械
かい

化
か

してたくさ
ん魚

さかな

が獲
と

れるようになりました。
しかし、魚

さかな

を獲
と

り過
す

ぎたり外
がい

国
こく

の船
ふね

が日
に

本
ほん

の近
ちか

くで漁
りょう

を始
はじ

めたりするな
ど、魚

さかな

が獲
と

れなくなってきました。
今
こん

後
ご

、資
し

源
げん

の維
い

持
じ

・回
かい

復
ふく

に取
と

り組
く

ん
でいかなければなりません。

ディーゼル機

すごい柴
し ば

山
や ま

昭
しょう

和
わ

４０年
ね ん

( １９６５年
ね ん

) には自
じ

動
ど う

イカ釣
つ

り機
き

が装
そ う

備
び

されるようになり漁
ぎ ょ

船
せ ん

の大
お お

型
が た

化
か

も進
す す

み、昭
しょう

和
わ

４０年
ね ん

代
だ い

後
こ う

半
は ん

にいかつり漁
ぎ ょ

業
ぎょう

のピークをおえました。

その頃
こ ろ

には但
た

馬
じ ま

にも２００隻
そ う

を超
こ

える沖
お き

合
あ い

イカ釣
つ

り漁
ぎ ょ

船
せ ん

がありました。 今
い ま

西
に し

脩
しゅう

大
た

………………………………………………………………………

………………………………………………………………………

………………………………………………………………………

………………………………………………………………………

………………………………………………………………………

………………………………………………………………………

ぼくはこの柴
し ば

山
や ま

に住
す

んでいて、ぼくのお父
と う

さんも加
か

工
こ う

場
じょう

に勤
つ とめています。冬

ふ ゆ

にはとても忙
いそが

しくなるので、 1
いち

番
ば ん

柴
し ば

山
や ま

が元
げ ん

気
き

になる時
じ

期
き

だと思
お も

います。

寺
て ら

川
か わ

　伶
れ い

小
こ

林
ばやし

幸
さ ち

代
よ

浦
う ら

瀬
せ

怜
れ い

香
か

寺
て ら

川
か わ

旺
お う

佑
す け

小
こ

西
に し

優
ゆ

耶
や

カニ漁
りょう

ひしめきあう沖
おき

合
あい

いかつり船
ぶね

（昭和45年頃）



12 13

前
ぜん

夜
や

に神
しん

仏
ぶつ

に供
そな

えていた鏡
かがみ

餅
もち

・みかん・柿
かき

その
他
ほか

お飾
かざ

りを一
いっ

ヶ
か

所
しょ

にまとめてローソクをたて、
お神

み

酒
き

を供
そな

えて準
じゅん

備
び

します。当
とう

日
じつ

は各
かく

区
く

で定
さだ

められた場
ば

所
しょ

で書
かき

初
ぞ

めも燃
も

やして送
おく

ります。
灰
はい

になった紙
かみ

型
がた

が高
たか

く揚
あ

がるほど字
じ

が上
じょう

手
ず

に
なるといわれています。
どんどの火

ひ

で、鏡
かがみ

餅
もち

を焼
や

いて頂
いただ

くと健
けん

康
こう

で過
す

ごせるという言
い

い伝
つた

えもあります。

わたしたちのふるさと柴
しば

山
やま

にはたくさんの伝
でん

統
とう

行
ぎょう

事
じ

が

あります。それらは昔
むかし

の人
ひと

がいろいろな思
おも

いを込
こ

めなが

ら行
おこな

ってきたものです。行
ぎょう

事
じ

に参
さん

加
か

してその思
おも

いに触
ふ

れてみましょう。

柴山の暮
く

らし

どんど 【各区】　

〜柴
しば　やま

山の年
ねんじゅうぎょうじ

中行事〜

室
むろ

町
まち

時
じ

代
だい

から続
つづ

く伝
でん

統
とう

行
ぎょう

事
じ

で一
いち

年
ねん

の無
む

病
びょう

息
そく

災
さい

をお願
ねが

いします。
山
やま

の神
かみ

は醜
みにく

く嫉
しっ

妬
と

深
ぶか

い女
め

神
がみ

とされ
子
こ

どもたちは女
め

神
がみ

の怒
いか

りに触
ふ

れな
いように、顔

かお

中
じゅう

に墨
すみ

を塗
ぬ

ってお参
まい

り
します。それぞれ、御

ご

幣
へい

・しめ飾
かざ

り・
酒
さけ

・めし・竹
たけ

笹
ざさ

・しめ縄
なわ

・ぞうり等
など

を持
も

ち、区
く

の西
せい

南
なん

にある山
やま

の神
かみ

へお供
そな

え
し、後

うし

ろを振
ふ

り向
む

かず帰
かえ

ってきます。

山
やま

の神
かみ

　【沖
おきのうらく

浦区・浦
うらがみく

上区】

月 日 主な行事

1 4

7
8
9

　　  9 前後
13

お日待ち・初釜（上計）
　 山の神（沖浦）
どんど（浦上）
どんど（上計）
山の神（浦上）
　 お日待ち（沖浦）
どんど（沖浦）

6 10 しろめて（浦上）

　　 ひ   ま　　　はつ がま　　あ  げ

　　  やま　　 かみ　おきのうら

　　　　　　　うらがみ

　　　　　　　 あ　 げ

やま　　 かみ　 うらがみ

　　　　  ひ  ま 　　  おきのうら

　　　　　　 おきのうら

5 7
8
厳島神社祭（沖浦）
花祭（沖浦）

いつくしまじんじゃまつり　おきのうら

はなまつり おきのうら

だいにち　　　　　おきのうら

　　　　　　　　 うら がみ

月 日 主な行事

9 15

2 28

6～10

大日さん（沖浦)

 はちまん　　　　　 うらがみ

八幡さん（浦上）

7 7
23
24

八坂神社祭（上計）
愛宕祭（沖浦）
愛宕祭（浦上・上計）

 や  さか じん じゃまつり　 あ　げ

あた ご まつり　おきのうら

あた ご まつり　 うらがみ　  あ　げ

8　 13前後
23
24

　 盆踊り
地蔵盆
養山城の施餓鬼

　　  ぼんおど

 じ ぞう ぼん

よう ざんじょう　   せ   が   き

10 6
7
宵宮祭（沖浦）
大放神社祭り・沖浦三番叟
（沖浦）
丹生神社祭（浦上）
森本神社祭（上計）

よいみやまつり　 おきのうら

だいほうじんじゃ まつ　　おきのうらさんばんそう

　おきのうら

にゅ  う  じんじゃまつり　うら がみ

もりもとじんじゃまつり　 あ   げ

11 7
8
13

弁天祭（上計）
おひたき（浦上）
恵比須神社祭（沖浦）

べんてんまつり　　あ　げ

　　　　　　　　　  うらがみ

 え   び   す   じんじゃまつり　 おきのうら

養
よう

山
ざん

城
じょう

の施
せ

餓
が

鬼
き

城
しろ

山
やま

で非
ひ

業
ごう

の死
し

を遂
と

げた長
なが

近
ちか

公
こう

や戦
せん

争
そう

で亡
な

く
なった軍

ぐん

人
じん

、舟
ふね

で死
し

亡
ぼう

した人
ひと

々
びと

を供
く

養
よう

するため
養
よう

山
ざん

城
じょう

施
せ

餓
が

鬼
き

が行
おこな

われています。
かつては在

ざい

郷
きょう

軍
ぐん

人
じん

会
かい

や上
あ

計
げ

青
せい

年
ねん

会
かい

が主
しゅ

催
さい

して
いましたが、今

いま

では
上
あ

計
げ

老
ろう

人
じん

会
かい

のお世
せ

話
わ

によって継
けい

続
ぞく

さ
れています。

沖
おきの

浦
うら

三
さん

番
ばん

叟
そう

　【沖
おきのうらく

浦区】

大
だい

放
ほう

神
じん

社
じゃ

の芝
しば

居
い

堂
どう

で、秋
あき

の祭
さい

典
てん

で区
く

の安
あん

全
ぜん

と
みんなの健

けん

康
こう

を願
ねが

って奉
ほう

納
のう

されます。舞
まい

手
て

方
かた

、
歌
うたい

手
て

方
かた

、囃
はや

子
し

方
かた

の三
さん

部
ぶ

から構
こう

成
せい

されています。
踏
ふみ

子
こ

は中
ちゅう

学
がく

生
せい

から今
こん

日
にち

では小
しょう

学
がく

生
せい

へと変
か

わっ
ています。宵

よい

宮
みや

祭
さい

は１０月６日、本
ほん

祭
さい

は１０月７日
です。町

ちょう

指
し

定
てい

無
む

形
けい

民
みん

俗
ぞく

文
ぶん

化
か

財
ざい

。

黄
こ が ね

金の松
まつ

　【沖
おきのうらく

浦区】

沖
おきのうらこうざんあと

浦鉱山跡の海
かい

岸
がん

の岩
いわ

の上
うえ

に１本
ぽん

だけ生
せい

息
そく

して
いて、黒

くろ

松
まつ

の変
へん

異
い

したものと思
おも

われます。種
たね

から育
そだ

てたものは葉
は

が黄
き

色
いろ

にならず、現
げん

在
ざい

有
ゆう

志
し

の方
かた

々
がた

で
接
つぎ

木
き

をした次
じ

世
せ

代
だい

の黄
こ が ね

金の松
まつ

を育
そだ

てています。
年
ねん

中
じゅう

、黄
こ

金
がね

色
いろ

の松
まつ

葉
ば

で特
とく

に菜
な

の花
はな

の咲
さ

くころが、
一
いち

番
ばん

美
うつく

しい姿
すがた

を見
み

ることができます。町
ちょう

指
し

定
てい

天
てん

然
ねん

記
き

念
ねん

物
ぶつ

。

月 日 主な行事

1 4

7
8
9

　　  9 前後
13

お日待ち・初釜（上計）
　 山の神（沖浦）
どんど（浦上）
どんど（上計）
山の神（浦上）
　 お日待ち（沖浦）
どんど（沖浦）

6 10 しろめて（浦上）

　　 ひ   ま　　　はつ がま　　あ  げ

　　  やま　　 かみ　おきのうら

　　　　　　　うらがみ

　　　　　　　 あ　 げ

やま　　 かみ　 うらがみ

　　　　  ひ  ま 　　  おきのうら

　　　　　　 おきのうら

5 7
8
厳島神社祭（沖浦）
花祭（沖浦）

いつくしまじんじゃまつり　おきのうら

はなまつり おきのうら

だいにち　　　　　おきのうら

　　　　　　　　 うら がみ

月 日 主な行事

9 15

2 28

6～10

大日さん（沖浦)

 はちまん　　　　　 うらがみ

八幡さん（浦上）

7 7
23
24

八坂神社祭（上計）
愛宕祭（沖浦）
愛宕祭（浦上・上計）

 や  さか じん じゃまつり　 あ　げ

あた ご まつり　おきのうら

あた ご まつり　 うらがみ　  あ　げ

8　 13前後
23
24

　 盆踊り
地蔵盆
養山城の施餓鬼

　　  ぼんおど

 じ ぞう ぼん

よう ざんじょう　   せ   が   き

10 6
7
宵宮祭（沖浦）
大放神社祭り・沖浦三番叟
（沖浦）
丹生神社祭（浦上）
森本神社祭（上計）

よいみやまつり　 おきのうら

だいほうじんじゃ まつ　　おきのうらさんばんそう

　おきのうら

にゅ  う  じんじゃまつり　うら がみ

もりもとじんじゃまつり　 あ   げ

11 7
8
13

弁天祭（上計）
おひたき（浦上）
恵比須神社祭（沖浦）

べんてんまつり　　あ　げ

　　　　　　　　　  うらがみ

 え   び   す   じんじゃまつり　 おきのうら
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柴山の歴
れ き

史
し

つるべが鼻
はな

古
こ

墳
ふん

がつくられる。
丹
にゅ

生
う

神
じん

社
じゃ

建
こん

立
りゅう

。

1530	 かれい延
はえ

縄
なわ

漁
ぎょ

業
ぎょう

が伝
でん

授
じゅ

される。　

1664	 御
ご

番
ばん

所
しょ

を沖
おきの

浦
うら

に設
せっ

置
ち

する。
1672	 西

にし

廻
まわ

り航
こう

路
ろ

が開
かい

発
はつ

され、寄
き

港
こう

地
ち

として柴
しば

山
やま

港
こう

が指
し

定
てい

される。

1870	 沖
おきの

浦
うら

村
むら

で沖
おき

手
て

繰
ぐり

網
あみ

がはじまる。
1875	 上

あ

計
げ

村
むら

、浦
うら

上
がみ

村
むら

を設
せっ

置
ち

区
く

域
いき

として、上
あ

計
げ

村
むら

に丹
にゅ

生
う

小
しょう

	 学
がっ

校
こう

を開
かい

校
こう

。沖
おきの

浦
うら

には芝
しば

山
やま

小
しょう

学
がっ

校
こう

が開
かい

校
こう

する。
1885	 経

けい

費
ひ

の都
つ

合
ごう

により、訓
くん

谷
だに

村
むら

の協
きょう

純
じゅん

小
しょう

学
がっ

校
こう

丹
にゅ

生
う

支
し

校
こう

とする。
1887	 協

きょう

純
じゅん

小
しょう

学
がっ

校
こう

を分
ぶん

離
り

して、丹
にゅ

生
う

簡
かん

易
い

小
しょう

学
がっ

校
こう

と改
かい

称
しょう

する。
1889	 町

ちょう

村
そん

制
せい

の施
し

行
こう

により、７大
おお

字
あざ

をもって口
くち

佐
さ

津
づ

村
むら

とし役
やく

場
ば

を訓
くん

谷
だに

に置
お

く。
1892	 丹

にゅ

生
う

尋
じん

常
じょう

小
しょう

学
がっ

校
こう

と改
かい

称
しょう

し、修
しゅう

業
ぎょう

年
ねん

限
げん

４年
ねん

の尋
じん

常
じょう

科
か

を置
お

き、沖
おきの

浦
うら

村
むら

を
	 通

つう

学
がく

区
く

域
いき

に編
へん

入
にゅう

、沖
おきの

浦
うら

分
ぶん

教
きょう

場
じょう

を設
せっ

置
ち

する。
1900	 沖

おきの

浦
うら

分
ぶん

教
きょう

場
じょう

を廃
はい

止
し

する。
	 上

あ

計
げ

尋
じん

常
じょう

小
しょう

学
がっ

校
こう

と改
かい

称
しょう

する。
1901	 沖

おきの

浦
うら

に分
ぶん

教
きょう

場
じょう

を常
じょう

設
せつ

する。
1907	 口

くち

佐
さ

津
づ

第
だい

三
さん

尋
じん

常
じょう

小
しょう

学
がっ

校
こう

と改
かい

称
しょう

する。
1908	 柴

しば

山
やま

駅
えき

誘
ゆう

致
ち

運
うん

動
どう

がはじまる。
1911	 山

さん

陰
いん

鉄
てつ

道
どう

東
ひがし

線
せん

香
か

住
すみ

まで開
かい

通
つう

する。
	 手

て

繰
ぐり

網
あみ

漁
ぎょ

業
ぎょう

が最
さい

盛
せい

期
き

を迎
むか

える。
1915	 沖

おきの

浦
うら

に発
はつ

動
どう

機
き

付
つ

き手
て

繰
ぐ

り漁
ぎょ

船
せん

・佐
さ

津
づ

丸
まる

一
いち

号
ごう

ができる。
1921	 久

ひさ

原
はら

鉱
こう

業
ぎょう

㈱により沖
おきの

浦
うら

鉱
こう

山
ざん

の採
さい

掘
くつ

がはじまる。
1924	 口

くち

佐
さ

津
づ

第
だい

三
さん

尋
じん

常
じょう

高
こう

等
とう

小
しょう

学
がっ

校
こう

と改
かい

称
しょう

する。
1930	 沖

おきの

浦
うら

鉱
こう

山
ざん

が最
さい

盛
せい

期
き

を迎
むか

える。
1931	 柴

しば

山
やま

隧
ずい

道
どう

開
かい

通
つう

。
1942	 沖

おきの

浦
うら

鉱
こう

山
ざん

が廃
はい

山
ざん

する。
1947	 柴

しば

山
やま

駅
えき

ができる。柴
しば

山
やま

小
しょう

学
がっ

校
こう

と改
かい

称
しょう

する。
1948	 柴

しば

山
やま

郵
ゆう

便
びん

局
きょく

が開
かい

業
ぎょう

する。
1952	 柴

しば

山
やま

幼
よう

稚
ち

園
えん

が併
へい

設
せつ

される。
1954	 柴

しば

山
やま

港
こう

が運
うん

輸
ゆ

省
しょう

により避
ひ

難
なん

港
こう

として指
し

定
てい

される。
1959	 柴

しば

山
やま

小
しょう

学
がっ

校
こう

、現
げん

在
ざい

の場
ば

所
しょ

に移
い

転
てん

。
1960	 柴

しば

山
やま

郵
ゆう

便
びん

局
きょく

を柴
しば

山
やま

港
こう

郵
ゆう

便
びん

局
きょく

と改
かい

称
しょう

。
1973	 国

こく

道
どう

178号
ごう

（現
げん

在
ざい

は県
けん

道
どう

11号
ごう

線
せん

）柴
しば

山
やま

トンネル新
しん

規
き

に完
かん

成
せい

する。
1976	 柴

しば

山
やま

地
ち

区
く

公
こう

民
みん

館
かん

ができる。（上
あ

計
げ

公
こう

会
かい

堂
どう

跡
あと

）
1982	 第

だい

一
いっ

回
かい

柴
しば

山
やま

港
こう

カニ祭
まつ

りを開
ひら

く。
1998	 旧

きゅう

ふれあい会
かい

館
かん

ができる。（診
しん

療
りょう

所
しょ

を改
かい

造
ぞう

）

時代

古代

中世

近世

近代

主な出
で き ご と

来事

江
え

戸
ど

時
じ

代
だい

、幕
ばく

府
ふ

は日
に

本
ほん

有
ゆう

数
すう

の米
こめ

の生
せい

産
さん

地
ち

で
あった出

で

羽
わの

国
くに

（今
いま

の山
やま

形
がた

と秋
あき

田
た

のあたり）の
米
こめ

を江
え

戸
ど

に運
はこ

ぶためには海
かい

路
ろ

が効
こう

率
りつ

的
てき

なこと
から、東

ひがし

廻
まわ

り航
こう

路
ろ

の開
かい

発
はつ

で実
じっ

績
せき

のあった河
かわ

村
むら

瑞
ずい

賢
けん

に西
にし

廻
まわ

り航
こう

路
ろ

の設
せっ

定
てい

を命
めい

じました。
瑞
ずい

賢
けん

は東
ひがし

廻
まわ

りより、はるかに困
こん

難
なん

な西
にし

廻
まわ

り航
こう

路
ろ

の設
せっ

定
てい

のために大
おお

きく貢
こう

献
けん

しました。この西
にし

廻
まわ

り航
こう

路
ろ

の中
ちゅう

継
けい

地
ち

に選
えら

ば
れた柴

しば

山
やま

は、北
きた

前
まえ

船
せん

の寄
き

港
こう

地
ち

として栄
さか

えました。

わたしたちのふるさと柴
しば

山
やま

には太
たい

古
こ

から人
ひと

々
びと

が生
せい

活
かつ

を営
いとな

んできました。豊
ゆた

かな自
し

然
ぜん

に囲
かこ

まれ

生
い

きてきた人
ひと

々
びと

の暮
く

らしを想
そう

像
ぞう

してみましょう。

北
き た ま え ぶ ね

前船

〜柴
しば　やま

山に残
のこ

る祖
そ せ ん

先の暮
く

らし〜

大
たい

正
しょう

１０年
ねん

（１９２１年
ねん

）に採
さい

掘
くつ

がはじまりました。
縦
たて

坑
こう

（垂
すい

直
ちょく

に掘
ほ

り下
さ

げた坑
こう

道
どう

）と横
よこ

坑
こう

があり、縦
たて

坑
こう

は上
うえ

から順
じゅん

番
ばん

に１階
かい

、２階
かい

…１４階
かい

と１４段
だん

階
かい

あって、それぞれの階
かい

から横
よこ

坑
こう

が放
ほう

射
しゃ

線
せん

状
じょう

に伸
の

びていました。
坑
くい

の高
たか

さは人
にん

間
げん

が立
た

って歩
ある

けるくらいの高
たか

さが
あって、手

て

作
さ

業
ぎょう

で掘
ほ

り進
すす

んで行
い

き落
らく

盤
ばん

しないよう
に、太

ふと

い丸
まる

木
き

で左
さ

右
ゆう

と上
うえ

を支
ささ

えていたそうです。なので、沖
おきの

浦
うら

や付
ふ

近
きん

の海
かい

底
てい

は穴
あな

だらけになっていると言
い

われています。
運
うん

搬
ぱん

船
せん

に鉱
こう

石
せき

（金
きん

、銀
ぎん

、銅
どう

）を積
つ

み込
こ

む作
さ

業
ぎょう

に、各
かく

地
ち

区
く

の大
おと な

人のほか
青
せい

年
ねん

たちが資
し

金
きん

稼
かせ

ぎのために働
はたら

くこともありました。
廃
はい

山
ざん

になるまでの２１年
ねん

間
かん

、沖
おきの

浦
うら

地
ち

区
く

はにぎわいを見
み

せていました。

沖
おきのうらこうざんあと

浦鉱山跡

移
い

転
てん

前
まえ

の小
しょう

学
がっ

校
こう

1,800年
ねん

頃
ごろ

に書
か

かれた地
ち

図
ず

には

沖
おきの

浦
うら

御
ご

番
ばん

所
しょ

が描
えが

かれています
（「丹

にゅ

生
う

澗
かん

図
ず

」豊岡市教育委員会提供）

沖
おきの

浦
うら

鉱
こう

山
ざん

跡
あと



学校名　　　　　　　　　　

学年　　　					年	名前
──2012 年 2月発行	──

編集：柴山ふるさと教育応援団　
発行：香美町教育委員会、学校支援地域本部香美町実行委員会、香美町ふるさと教育推進委員会


